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（１）水位と流動方向 （図－10～12） 

      水位は、廃棄物層底面から１～10ｍであり、季節変動は最大２～３ｍあるもののほぼ一定。 

      流向は、地下水とほぼ同様で、南東方向から北西方向に流れている。 

      一部の廃棄物層は、帯水層（Ks3、Ks2）に直接接していることを確認している。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－11 浸透水水位の時系列変化（平成 19 年 8 月～平成 20 年１月） 

図－10 浸透水水位の等高線図と廃棄物層に接する Ks3 層・Ks2 層の範囲（推定） 

廃棄物層の底面に分布する
Ks2層および Ks3層の範囲
（推定)。 
Ks2層：4,491㎡ 
Ks3層：4,303㎡ 
合 計：8,794㎡ 
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図－12 浸透水水位の分布図 

      5．浸透水の状況 
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（２）分析状況  （表－7） 

①廃棄物処理法に定める浸透水の基準（安定型最終処分場の維持管理基準）を超過する物質 

ヒ素、総水銀、鉛、カドミウム、シス-1,2-ジクロロエチレン、ベンゼン、ＰＣＢ、ダイオキシン類（ただし、重金属のろ液試験ではヒ素のみ超過） 

   ②地下水の環境基準を超過する物質 

      ホウ素、フッ素は①の対象外であり、地下水の環境基準を適用 

 

表－7 浸透水・浸出水のモニタリング調査結果（平成 13 年度～平成 21 年度） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電気伝導率

(mS/m)

─ mS/m

─

・数値は複数回調査したものは左側に最小値～最大値の範囲を、右側に基準超過頻度をそれぞれ示す。
・「■網掛け」は環境基準値を超過したことがあることを示す。

mg/L mg/L pg-TEQ/Lmg/L mg/L mg/L mg/L単位 mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L

─ ─

(ろ過)

0.01
1

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類
ｐH

（ろ過） （ろ過） （ろ過） （ろ過）
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ﾍﾞﾝｾﾞﾝ PCB ＣＯＤ区分  帯水層 位置 観測井戸 地盤標高 掘削深さ ｽﾄﾚｰﾅｰ位置

ヒ素 総水銀

─

鉛 カドミウム
ホウ素 フッ素 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

浸
透
水
・
浸
出
水

廃棄物層

中
央
部

県No.５ ─ 21.0 ─ ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.9 0/1 0.69 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 20 0/1 0.27 0/1 ─ ─ 7.2 199

県No.６ ─ 3.0 ─ ND 0/5 ND 0/5 ND 0/5 ND 0/5 ND 0/5 ND 0/5 ND 0/1 ND 0/1 5/5 0/5 0/5 NDND～0.0040.64～0.76 0/5 ND 0/5 0/5ND～0.001 ND 0/1 2/5 0.3717～61 0/1 ─ ─

県No.８ 149.25 22.0 4～21 0/19 ND 0/19 2/4 ND 0/2 ND 0/1 ND 0/1 19/19 2/193.1～6.0 0/24 NDND～0.008ND 0/4 ND 0/4 ─

県Ａ－２ 139.98 8.0 3.0～8.0 0.44 1/1 ND

0/1

2/2 ND 0/2

─8/8 3.8 1/144～89ND 0/4

6.1 1/1 ND 0/1 0/1 0.72 0/10.033 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.0067 1/1 130 1/1 2000 1/1 0.14 0/1 8.1 64

県Ａ－３ 140.43 20.5 3.0～20.05 1/6 0.032 1/1 2/7 ND 0/2 5/6 6/6 0/6 ND1.4～1.9 0/6 ND 0/6 ND 0/6 0/6 1/6 9/961～400ND～0.00120.003～0.008 470 1/1 0.18 0/1

県Ｂ－２ 141.19 ─ 掘進時採水 0.29 1/1 ND 0/1 0.0160 1/1 ND 0/1 0.85 1/1 ND 0/1 0.013 1/1 ND 0/1 1.7 1/1 0.96 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

0.53 1/1 0.008 0/1県Ｂ－３ 145.22 ─ 掘進時採水 0.014 1/1 ND 0/1 5.9 1/1 ND 0/1 0.035 1/1 ND 0/1 1.9 1/1 1.4 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 9.7 278

県Ｂ－４ 140.28 掘進時採水 0.12 1/1 ND 0/1 0.0067 1/1 ND 0/1 1.2 1/1 ND 0/1 0.012 1/1 ND 0/1 0.3 0/1 1.4 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 7.6 84

県Ｃ－１ 141.65 13.5 2.5～12.5 0.019 1/1 ND 0/1 2/2 ND 0/20.0006～0.0008 0.15 1/1 ND 0/1 0.001 0/1 ND 0/1 0.9 0/1 0.75 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.001 0/1 0.0019 1/1 85 1/1 420 1/1 0.16 0/1 8.0 68

県Ｃ－３ 150.87 ─ 掘進時採水 0.005 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.030 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.6 0/1 0.47 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 7.8 64

県Ｄ－２ 151.21 ─ 掘進時採水 0.034 1/1 ND 0/1 0.0009 1/1 ND 0/1 0.20 1/1 ND 0/1 0.015 1/1 0.001 0/1 0.3 0/1 1.0 1/1 ND 0/1 ND 0/1 0.0010 0/1 ND 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 7.1 173

県Ｄ－３ 151.39 22.5 3.0～22.0 0.031 1/1 ND 0/1 1/2 ND 0/2ND～0.0012 0.47 1/1 ND 0/1 0.004 0/1 ND 0/1 1.9 1/1 1.3 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.002 0/1 0.0016 1/1 150 1/1 520 1/1 0.23 0/1 7.6 130

県Ｅ－２ 151.16 14.5 3.0～13.0 0.10 1/1 ND 0/1 1/2 ND 0/2ND～0.0028 0.67 1/1 ND 0/1 0.015 1/1 ND 0/1 1.0 0/1 1.1 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.0089 1/1 340 1/1 1300 1/1 0.13 0/1 6.9 106

県Ｅ－４ 151.17 21.5 3.0～20.5 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

中央部H16-1 ─ 24.0 19.2 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ─ ─ ─ ─ 4.9 1/1 1.4 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.002 0/1 ─ ─ 86 1/1 ─ ─ ─ ─ 8.4 200

中央部H16-2 ─ 22.0 21.36 0.014 1/1 0.005 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ─ ─ ─ ─ 2.1 1/1 0.85 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.013 1/1 ─ ─ 52 1/1 ─ ─ ─ ─ 7.4 170

中央部H16-5 150.38 24.0 1.0～24.0 ND 0/6 ND 0/2 ND 0/6 ND 0/2 5/7 ND 0/6 0/5 0/5 7/7 3/7 0/7ND～0.0061.4～5.5 ND 0/7 ND 0/7 0/7 ─ ─ 10/1042～89 ─ ─ ─ ─

中央部H16-6 ─ ─ ND 0/2 ND 0/2 ND 0/2 ND 0/2 ND 0/2 ND 0/2 ─ ND 0/2 ND─ ─ ─ 2/21.5～2.2 0/2 ─ ─ 0/213～22 ─ ─ ─ ─

西
側

西側平坦部A ─ 2.5 ─ ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.012 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 1.7 1/1 0.43 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 7.8 161

西側平坦部C ─ 2.3 ─ 0.008 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.032 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.9 0/1 0.90 1/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ND 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 7.6 179

西側平坦部EF ─ 2.5 ─ 0.009 0/1 ND 0/1 0.0010 1/1 ND 0/1 0.86 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 1.1 1/1 0.37 0/1 1.1 1/1 0.002 0/1 ND 0/1 0.055 1/1 ND 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 7.2 146

西側平坦部F ─ 2.2 ─ 0.019 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.013 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.9 0/1 0.32 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ND 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 7.6 127

西側平坦部G ─ 5.0 ─ 0.008 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.007 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 1.0 0/1 0.28 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ND 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 7.9 143

北
西
側

県No.７ ─ 2.5 ─ ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.9 0/1 0.59 0/1 ND 0/1 ND 0/1ND 0/1 ND 0/1

ND

─ ─30 0/1 0.37 0/10.001 0/1

0.036 1/1 ─ ─旧鴨ヶ池井戸Ｈ ─ 3.9 ─ 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ─ ─ ─ ─ ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.010 0/1 ND 0/1 99 1/1 ─ ─ ─ ─

0.059 1/1 ─ ─旧鴨ヶ池井戸Ｊ ─ 5.0 ─ ND 0/1 ND 0/1 0.055 1/1 ─ ─ ND 0/4 ND 0/4 0/1 ND 0/1─ ─ ─ ─

6/6 ─ ND

── ─ 110 1/1ND 0/1

水処理施設原水 ─ ─ 0/6 ND

9.1─ ─ ─0.010 0/1ND

ND0/2 ND 0/2 6/61.9～2.0 0/20/5 ND 0/5 0/5 ─ ─

安定型処分場維持管理基準(地下水環境基準値） 0.01 0.0005 0.01 0.01 1 0.8 0.04 0.03 0.01 0.01 検出されないこと 40
0.08 0.004検出限界値 0.005 0.0005 0.005 0.50.002 0.0005 0.001 0.00050.001 0.1

0.38～0.43 0.002～0.006 42～70 0.10～0.15ND 0/4 5/50/3 ND 0/5 190～3207.8～10.6

7.3～7.7 187～227

240

10.6 230

1807.3

175～2137.2～8.0

7.1～7.5 319～440

145～4626.7～7.5

167～2108.0～8.6

7.5 188

ND～0.002

0.43～0.56

0.48～1.3

0.37～1.9

0.33～0.66

0/2 ND 0/2 ND0/2

0.011～0.017

ND～0.057 ND～0.003 ND

0/6 ND 0/6 ND0/6 ND

2.4～5.9

ND～0.018

0.01～0.3 ND～0.002 0/5ND 0/6 0/6 ND

0.4

ND～0.012

0.011～0.023

ND～0.059

ND～0.022

0/1

1/24 ND 0/24 ND
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（３）  経年変化（図－13） 

 場内浸透水の水質の特徴は以下のとおりである。 

SS 分を含んだ全量分析の結果では、鉛、ホウ素、およびフッ

素の一部で基準値を超過。 

一部で濃度が低下する傾向も見られるが、全体としては、

ほぼ横ばいで推移している。 

平成 22年 7月採水分のモニタリング調査結果を図-18に示す。 
地下水の環境基準項目に追加された 1,4-ｼﾞｵｷｻﾝが基準値を超過。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－13(1/2) 処分場内浸透水の水質変動図 
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図－13(2/2) 処分場内浸透水の水質変動図 
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（１）地下水（Ks2 帯水層）の流動方向  （図－14～16） 

      概ね南東方向から北西方向に流れていることを確認。ただし、地下水の流動方向・流速はある一定期

間の測定結果である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）分析状況  （表－8） 

   ①場所別・帯水層別の環境基準を超過する物質（ただし、重金属のろ液試験では、ヒ素のみ超過） 

南東側：ヒ素、鉛、ダイオキシン類（Ks2 帯水層） 

ヒ素、鉛、ダイオキシン類（Ks2-1 帯水層） 

場 内：鉛、ダイオキシン類（Ks3 帯水層）、 

ヒ素、総水銀、鉛、カドミウム、ホウ素、ダイオキシン類(Ks2 帯水層) 

ヒ素、鉛、ダイオキシン類（Ks1 帯水層） 

南西側：ヒ素、鉛、ホウ素、ダイオキシン類（Ks2 帯水層） 

鉛（Ks1 帯水層） 

ダイオキシン類（Ks2-1 帯水層） 

ダイオキシン類（Ks2＋Ks1 帯水層） 

北西側：ヒ素、ホウ素（沖積層） 

鉛、ホウ素、シス-1,2-ジクロロエチレン（Ks2 帯水層） 

経堂池下流：総水銀、ホウ素（Ks2 帯水層） 

 

     ②水質組成からみた地下水質 

       南と東側：電気伝導率は 50mS/m を下回り、溶存イオン濃度が低く、周辺本来の地下水組成を示すと

評価。 

       場   内：南と東側に比して溶存イオン濃度が高く、浸透水の影響を受けていると評価。 

       南西と北西側：南と東側に比して溶存イオン濃度が高く、浸透水の影響を受けていると評価。 

       北と北東側：南と東側に比して溶存イオン濃度が高く、浸透水の影響を受けていると評価。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      6．地下水の状況 

図－14 Ks2 帯水層の地下水位等高線図（平成 20 年 1 月 16 日） 

図－15 Ks2 帯水層の地下水位の時系列変化図（平成 19 年 8 月～平成 20 年１月）
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凡　例　： ：浸透水 ， ：Ks２帯水層 地下水 ， ：Ks1-2およびKs1＋Ks2帯水層地下水 ， ：Ks1帯水層 地下水 ， ：Ks2-3帯水層 地下水

 
SO4

HCO3

(NOx-N)Cl 

Mg

Ca

Na+Ｋ 

陽イオン(meq/l) 陰イオン(meq/l)  K-3 (H19.12.17)

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

K-2 (H19.12.17)

 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

K-1 (H19.12.17)

 市NO.10

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H17.8.8）

 NO.3-1 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H19.6.11）

 NO.4-2 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H19.7.18）

 県 NO.2 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  　（H13.3.5）

 B-2 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  
　（H19.9.5）

 B-3 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H19.9.5）

 県 NO.9

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H13.3.8）

 C-3 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H19.9.5）

 県NO.1

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

 （H13.3.12）

 県 NO.8 

23.0  ～ ～

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H13.3.8）
 県NO.5 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  
　（H13.3.5）

 県 NO.7 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  　（H13.2.23）

 E-2 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H19.7.18）

 B-4 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H19.9.5）

 D-2(新) 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H19.9.5）

 NO.1-1 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H19.6.11）

 市 NO.9 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H17.8.8）

 県 NO.3 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H13.3.7）

 県 NO.4

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H13.3.7）

 NO.4-1(2) 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H19.7.18）

 県NO.6 

26.5  ～ ～

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

 ～ ～

27.1 
20.5  ～ ～

　（H13.2.23）

 事前NO.2 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

29.0 

 ～ ～

　（H17年

 事前NO.5 

21.4 

 ～ ～

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H17年
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22.3 

 ～ ～

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H17年

 事前NO.6 

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

　（H17年

 事前NO.7

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

21.3

 ～ ～

（H17年

※）市No.6は参考として
      補助孔②③のデータを付す

 補助孔③

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

市NO.6　補助孔③（H17年

 補助孔②

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

市NO.6　補助孔② （H17年

 市NO.3

20.0    10.0      0.0      10.0     20.0  

（H17.8.8）

測
線
1

測
線
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3

20.0        10.0          0.0          10.0
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図－16 ヘキサダイヤグラム結果一覧 

南側・東側：本来の地下水組成 

北東・北西：浸透水の影響有

場内：浸透水の影響有 
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表－8 地下水のモニタリング調査結果（平成 13 年度～平成 21 年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─ mS/m

・数値は複数回調査したものは左側に最小値～最大値の範囲を、右側に基準超過頻度をそれぞれ示す。
・「■網掛け」は環境基準値を超過したことがあることを示す。

mg/L pg-TEQ/L

電気伝導率

mg/L mg/L mg/L mg/L単位 mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L

─
0.01
1

─

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝホウ素 フッ素 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類

ＣＯＤPCBﾍﾞﾝｾﾞﾝ
ヒ素 総水銀 鉛 カドミウム

区分  帯水層 位置 観測井戸 地盤標高 掘削深さ ｽﾄﾚｰﾅｰ位置 ｐH
（ろ過） （ろ過） （ろ過） （ろ過） (ろ過)

地

下

水

沖積層

北西
側 市No.２ 129.27 7.0 5.2～6.1 14/39 10/36 ND 0/41ND～0.014 ND 0/32 ND 0/19 ND 0/10 ND 0/4 ND 0/4 31/32 2/25 ND 0/18 ND 0/12 ND 0/12 0/31 NDND～0.004 0/4 21/35 0.93 0/19～58 ─ ─

経堂
池下
流
市No.４ 119.44 3.5 2.8～3.3 0/12 ND 0/12 ND 0/7 ND 0/7 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ND 0/7 0/7 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ND 0/12 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

Ks3層 

処分
場内 県Ｂ-２ 141.19 ─ 掘進時採水 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.018 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.2 0/1 0.33 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 3.3 0/1 13 1/1 0.13 0/1 7.7 21

経堂
池下
流
市No.５ 119.44 14.0 9.8～13.0 ND 0/14 ND 0/14 ND 0/9 ND 0/9 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/9 0/9 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/15 ND 0/1 7.6 0/1 0.011 0/1 ─ ─

Ks2層

東側

県４-２ 140.63

県Ｂ-３ 145.22

県Ｄ-２ 151.21

北
西
側

県No.１

25.0 11.0～16.50 ND～0.021 2/9 ND 0/5 ND 0/9 ND 0/1 ND～0.034 6/9 ND 0/8 ND～0.002 0/9 ND 0/3 ND 0/9 ND～0.11 0/9 ND 0/9 ND 0/9ND 0/9 ND 0/9

ND

0.13 0/15.7 0/9 2.0 2/9ND 0/9

39/52 10/36 ND 0/55県No.２ 140.97 30.0 12.0～16.0 0/50 0/23 ND 0/14 ND 0/23 ND 0/18 ND 0/46 0/46 ND 0/23 ND 0/23 ND 0/23 ND 0/45 ND 0/23 0/25 0/23 ─ND～4.4 0.029～1.0 ─

処分
場内

県Ｂ-２ 141.19 21.5 19.5～21.5 0.015 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.020 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 2.0 1/1 0.17 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 28 0/1 0.36 0/1 0.12 0/1 6.9 102

─ 掘進時採水 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND～0.003 0/8 0.4 0/1 0.09 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 6.5 0/1 0.45 0/1 0.12 0/1 8.7 14

県Ｂ-３ 145.22 28.0 24.0～28.0 0.005～0.16 9/9 ND 0/8 ND～0.0016 1/9 ND 0/3 0.048～0.45 9/9 ND 0/8 ND～0.031 4/8 ND 0/1 ND～0.2 0/9 ND～0.73 0/8 ND 0/9 ND 0/9 ND 0/9 ND 0/9 ND 0/9 19～74 5/9 11 1/1 0.13 0/1 7.2 50

県Ｂ-４ 140.28 ─ 掘進時採水 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.006 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 1.7 1/1 0.38 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 26 0/1 0.92 0/1 0.12 0/1 7.5 155

県Ｃ-３ 150.87 31.0 25.0～31.0 0.033 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 0.15 0/1 ND 0/1 0.001 0/1 ND 0/1 0.4 0/1 0.58 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 52 1/1 6.4 1/1 0.12 0/1 7.0 74

29.5 22.6～29.3 0.019～0.11 9/9 ND 0/8 ND～0.019 8/9 ND 0/6 0.008～0.11 8/9 ND 0/8 ND～0.033 1/9 ND～0.001 0/5 ND 0/9 0.50 0/9 ND 0/9 ND 0/9 ND 0/9 ND 0/9 ND 0/9 9.5～51 2/9 32 1/1 0.18 0/1 6.1 24.5

西
側

県３-１ 135.83 31.0 7.3～18.3 0.038 1/1 0.018 1/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 1.7 1/1 0.59 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 ND 0/1 28 0/1 2.2 1/1 0.12 0/1 8.0 142

市事前No.２ 132.43 10.0 8～10 15/15 9/15 1/18 ND 0/8 3/15 ND 0/2 ─ ─ ─ ─ 15/15 0/9 0/140.005～0.007 ND 0/4 ND 0/3 ND 0/9 ─ ─ 15/16 0.80 0/1 ─ ─

市事前No.７ 135.46 12.0 10～12 14/15 2/15 1/18 ND 0/8 3/15 ND 0/2 ─ ─ ─ ─ 12/15 1/9 ND 0/14 ND 0/4 ND 0/3 ND 0/9 ─ ─ 1/16 1.4 1/1 ─ ─

129.35 24.0 8～24 0/44 0/30 0/32 ND～0.0005ND 0/34 ND～0.0005 0/39 0/15 0/27 ND～0.004 0/17ND～0.005 22/39 8/39 38/41 ND～0.002 0/27 ND～0.0009 0/27 0/44ND～0.001 ND～0.0005 0/27 0/33 1/270.092～1.1 ─ ─

市No.８ 129.38 22.0 9.9～17.8 0/25 ND 0/19 0/15 ND 0/10ND 0/31 ND 0/22 0/19 0/18ND 0/2 ND 0/2 ND 0/10 ND 0/10 0/19 ND 0/2 0/29 0.026 0/1 ─ ─

県No.９ 135.87 27.0 17.3～25.3 3/165/16 ND～0.009 0/9 ND ND 0/2 ND 0/16 ND 0/8 8/16 0/16 0/16 0/16 NDND 0/16 ND 0/16

市No.１０ 128.74 21.0 10.3～17 ND 0/20 ND 0/15

0/16

0/25 ND 0/16

─2/16 0/16 ─11～47 0.074～0.99ND

ND 0/16 ND 0/7 0/15ND 0/1 ND 0/1 ND 0/9 0/9 ND 0/14 ND 0/1 8/24 0.42 0/1 ─ ─

経堂
池下
流

市No.７ 122.86 27.0

K-1 119.42 49.0

K-2 129.64 50.0

9/34 ND 0/2912.9～21.9 ND～0.01 0/25 ND 0/17 ND 0/7 ND 0/2 ND 0/2 9/250.2～1.1 0/18 ND 0/10ND～0.014 0/10 ND 0/19 ND 0/5 0/29 0.015 0/1 ─ ─

市No.３ 119.44 26.8 18.9～24.4 ND～0.008 0/43 ND 0/34 41/46 6/39 ND 0/11 ND 0/11 ND 0/5 ND 0/5 0/38 3/32ND～0.7 0/19 ND 0/13 ND 0/13 0/37 ND 0/5ND～0.001 0/36 0/2 ─ ─0.018～0.020

17.0～31.0 ND 0/3 ─ ─ ND～0.0007 0/4 ND 0/3 ＮＤ 0/3 ─ ─ 0.002 0/2 0.001～0.002 0/2 ＮＤ 0/3 ＮＤ 0/3 ＮＤ～0.008 0/3 ND 0/2 ND～0.0006 0/2 ND 0/2 ND 0/2 9.6～12 0/2 0.083～0.170 0/2 ─ ─ 5.4～6.0 75.4～88.9

33.0～37.0 0.001 0/1 ─ ─ ND 0/2 ND 0/2 0.035 1/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ＮＤ 0/1 ＮＤ 0/1 ＮＤ 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 7.0 25.4

K-3 129.92 43.0 21.0～26.0 ND 0/1 ─ ─ ND 0/2 ND 0/2 0.012 1/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 2.0 1/1 0.08 0/1 ＮＤ 0/1 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 6.8 164

Ks2-1

南東
側 県１-１ 138.93 25.0 3.0～18.0 ND～0.027 2/9 ND 0/9 ND 0/9 ND 0/7 ND～0.026 5/9 ND 0/7 ND～0.003 0/9 ND 0/5 ND～0.2 0/9 ND 0/9 ND 0/9 ND 0/9 ND 0/9 ND 0/9 ND 0/9 1.7～5.9 0/9 0.58～21 4/9 0.12 0/1 6.1～7.3 20.9～46.7

西
側
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（３）  経年変化（図－17） 

場内および周縁の地下水水質の特徴は以下のとおりである。 

SS 分を含んだ全量分析の結果では、総水銀、鉛、ヒ素、ホウ

素、シス-1,2-ジクロロエチレンで基準値を超過。 

バラツキがあるが、いずれも SS 分が 100（mg/L）以上の値を
示し、重金属のろ液試験では、ヒ素を除きいずれも基準値以下

である（表-8 参照）ことから、SS分による影響が大きいことが
考えられる。 

平成 22年 7月採水分のモニタリング調査結果を図-18に示す。 
地下水の環境基準項目に追加された塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、1,4-ｼﾞｵｷｻﾝが
基準値を超過。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－17(1/2) 処分場内および周縁の地下水水質変動図 
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図－17(2/2) 処分場内および周縁の地下水水質変動図 
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図－18(1/3) 処分場内および周縁のモニタリング結果図(平成 22 年 7 月採水分) 

基準値＊1：安定型最終処分場の周縁地下水の基準 

基準値＊2：地下水環境基準 

■ 網掛けは基準値の超過を示す。 

※ 採水方法：従来通り、べーラー（採水器）で 3回汲み上げ後に、べーラーにて必要量を採取した。 

※ 全量分析：試料をろ過せず、採取時の濁りとともに全量を分析。 

※ ろ液分析：濁りの影響を受けるカドミウム、鉛、ひ素、総水銀が定量下限値を超えて検出された場合

には、0.45μm メンブランフィルターによりろ過を行い、そのろ液を分析。 

分析項目 全量分析 ろ液分析
ヒ素 ＮＤ

総水銀 ＮＤ

鉛 0.011 0.006

カドミウム ＮＤ

ホウ素 1.2

フッ素 0.13

ＳＳ 130

県No.1（Ks2層）

分析項目 全量分析 ろ液分析
ヒ素 0.014 0.006

総水銀 ＮＤ

鉛 ＮＤ

カドミウム ＮＤ

ホウ素 0.9

フッ素 0.22

ＳＳ 37

県No.9（Ks2層）

分析項目 全量分析 ろ液分析
ヒ素 0.032 ＮＤ

総水銀 ＮＤ

鉛 0.035 ＮＤ

カドミウム ＮＤ

ホウ素 ＮＤ

フッ素 ＮＤ

ＳＳ 2300

県No.1-1（Ks2-1層）

分析項目 全量分析 ろ液分析
ヒ素 0.056 0.014

総水銀 ＮＤ

鉛 0.013 ＮＤ

カドミウム ＮＤ

ホウ素 1.6

フッ素 0.44

ＳＳ 360

県No.3-1（Ks2層）

分析項目 全量分析 ろ液分析
ヒ素 0.024 ＮＤ

総水銀 ＮＤ

鉛 0.033 ＮＤ

カドミウム ＮＤ

ホウ素 ＮＤ

フッ素 ＮＤ

ＳＳ 1500

県No.4-1（Ks2-1層）

分析項目 全量分析 ろ液分析
ヒ素 0.043 ＮＤ

総水銀 ＮＤ

鉛 0.040 ＮＤ

カドミウム ＮＤ

ホウ素 ＮＤ

フッ素 ＮＤ

ＳＳ 1100

県No.4-2（Ks2層）

分析項目 全量分析 ろ液分析
ヒ素 0.047 ＮＤ

総水銀 ＮＤ

鉛 0.45 ＮＤ

カドミウム 0.023 ＮＤ

ホウ素 ＮＤ

フッ素 ＮＤ

ＳＳ 3500

県B-3（Ks2層）

分析項目 全量分析 ろ液分析
ヒ素 0.013 ＮＤ

総水銀 0.0038 ＮＤ

鉛 0.035 ＮＤ

カドミウム ＮＤ

ホウ素 ＮＤ

フッ素 ＮＤ

ＳＳ 890

県D-2（Ks2層）

分析項目 全量分析
ヒ素 ＮＤ

総水銀 ＮＤ

鉛 ＮＤ

カドミウム ＮＤ

ホウ素 ＮＤ

フッ素 ＮＤ

ＳＳ 8.3

No.K-1（Ks2層）

分析項目 全量分析
ヒ素 ＮＤ

総水銀 ＮＤ

鉛 ＮＤ

カドミウム ＮＤ

ホウ素 0.8

フッ素 0.08

ＳＳ 2.2

市No.3（Ks2層）

分析項目 全量分析
ヒ素 ＮＤ

総水銀 ＮＤ

鉛 ＮＤ

カドミウム ＮＤ

ホウ素 1.2

フッ素 0.09

ＳＳ 2.1

市No.7（Ks2層）

分析項目 全量分析 ろ液分析
ヒ素 ＮＤ

総水銀 ＮＤ

鉛 0.010 ＮＤ

カドミウム 0.002 ＮＤ

ホウ素 3.1

フッ素 0.92

ＳＳ 49

県H16No.5（廃棄物層）

分析項目 全量分析 ろ液分析
ヒ素 ＮＤ

総水銀 ＮＤ

鉛 0.023 ＮＤ

カドミウム ＮＤ

ホウ素 1.7

フッ素 0.34

ＳＳ 240

県A-3（廃棄物層）

分析項目 基準値 単位

ヒ素
※1

0.01 (mg/l)

総水銀
※1

0.0005 (mg/l)

鉛
※1

0.01 (mg/l)

カドミウム
※1

0.01 (mg/l)

ホウ素
※2

1 (mg/l)

フッ素
※2

0.8 (mg/l)

ＳＳ － (mg/l)

基準値
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基準値＊1：安定型最終処分場の周縁地下水の基準 

基準値＊2：地下水環境基準 

■ 網掛けは基準値の超過を示す。 

※ 採水方法：従来通り、べーラー（採水器）で 3回汲み上げ後に、べーラーにて必要量を採取した。 

※ 全量分析：試料をろ過せず、採取時の濁りとともに全量を分析。 

※ ろ液分析：濁りの影響を受けるカドミウム、鉛、ひ素、総水銀が定量下限値を超えて検出された場合

には、0.45μm メンブランフィルターによりろ過を行い、そのろ液を分析。 

図－18(2/3) 処分場内および周縁のモニタリング結果図(平成 22 年 7 月採水分) 

分析項目 全量分析
ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ＮＤ

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ 0.0013

1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.018

県A-3（廃棄物層）

分析項目 全量分析
ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ＮＤ

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ 0.0005

1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.13

県H16No.5（廃棄物層）

分析項目 全量分析
ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.13

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ 0.012

1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.096

県No.1（Ks2層）

分析項目 全量分析
ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ＮＤ

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ ＮＤ

1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.010

県No.9（Ks2層）

分析項目 全量分析
ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ＮＤ

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ ＮＤ

1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ ＮＤ

県No.1-1（Ks2-1層）

分析項目 全量分析
ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ＮＤ

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ 0.0003

1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.082

県No.3-1（Ks2層）

分析項目 全量分析
ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ＮＤ

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ ＮＤ

1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ ＮＤ

県No.4-1（Ks2-1層）

分析項目 全量分析
ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ＮＤ

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ ＮＤ

1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ ＮＤ

県No.4-2（Ks2層）

分析項目 全量分析
ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ＮＤ

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ ＮＤ

1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.009

県B-3（Ks2層）

分析項目 全量分析
ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ＮＤ

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ ＮＤ

1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ ＮＤ

県D-2（Ks2層）

分析項目 全量分析
ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.008

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ 0.0051

1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.064

No.K-1（Ks2層）

分析項目 全量分析
ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.005

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ 0.0025

1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.045

市No.3（Ks2層）

分析項目 全量分析
ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ＮＤ

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ 0.0007

1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.033

市No.7（Ks2層）

分析項目 基準値 単位
ｼｽ-1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ※1 0.04 (mg/l)

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ
※2

0.002 (mg/l)

1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ
※2

0.05 (mg/l)

基準値


